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会
合
や
イ
ベ
ン
ト
の
檀

上
で
原
稿
を
手
に
挨
拶
を

述
べ
て
い
た
初
老
の
男

が
、
原
稿
か
ら
顔
を
上
げ

て
最
後
、
得
意
気
に
こ
う

語
る
。
こ
の
挨
拶
原
稿
は

生
成
Ａ
Ｉ
で
作
成
し
ま
し

た
―
―
。
こ
の
オ
チ
を
つ

け
た
後
、
一
瞬
だ
け
間
を

置
い
て
、
会
場
は
笑
い
に

包
ま
れ
る
。
こ
の
一
瞬
の

間
は
お
そ
ら
く
、
次
の
よ

う
な
説
明
が
つ
く
の
で
は

な
い
か
。

　

名
前
も
顔
も
実
は
よ
く

知
ら
な
い
が
、
こ
ん
な
に

大
勢
の
前
で
の
挨
拶
を
依

頼
さ
れ
る
く
ら
い
の
お
偉

方
と
い
う
バ
イ
ア
ス
が
か

か
っ
て
い
る

た
め
、
壇
上

の
男
の
言
動

が
す
ぐ
に
は

理
解
で
き
な

い
（
信
じ
が

た
い
）、
目
が
点
に
な
っ

た
瞬
間
で
あ
り
、
そ
の
瞬

間
を
持
っ
て
理
解
し
た
時

に
面
白
さ
が
助
長
さ
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
私
の
笑
い

に
は
、
Ａ
Ｉ
挨
拶
と
は
つ

ゆ
知
ら
ず
、
お
偉
方
の
挨

拶
冒
頭
か
ら
真
摯
に
耳
を

傾
け
て
首
肯
し
て
い
た
自

分
の
恥
ず
か
し
さ
を
隠
し

た
い
と
い
う
要
素
も
含
ま

れ
て
い
る
の
だ
が
…
…
。

こ
の
よ
う
に
全
て
白
状
し

た
く
な
る
の
も
、
Ａ
Ｉ
の

全
知
全
能
性
が
も
た
ら
す

業
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
て
、
私
が
Ａ
Ｉ
挨
拶

オ
チ
に
初
め
て
出
合
っ
た

の
は
昨
年
の
今
頃
だ
っ
た

と
思
う
。「
お
偉
方
×
最

旬
」
の
組
み
合
わ
せ
に
、

オ
シ
ャ
レ
か
つ
ユ
ー
モ
ア

さ
を
強
く
感
じ
、
機
会
が

あ
れ
ば
必
ず
使
お
う
。
そ

う
心
に
誓
っ
た
の
だ
が
、

そ
の
機
会
が
訪
れ
る
こ
と

は
一
向
に
な
く
、
む
し
ろ

出
席
す
る
会
合
で
類
似
の

オ
チ
を
聞
い
て
ば
か
り
で

あ
る
。
今
で
は
挨
拶
で
登

壇
者
が
紙
を
取
り
出
し
た

瞬
間
、
も
し
か
し
た
ら
生

成
Ａ
Ｉ
オ
チ
で
は
な
い
か

と
い
う
脳
内
回
路
が
で
き

て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ

が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、

Ａ
Ｉ
挨
拶
オ
チ
を
手
放
し

で
笑
え
て
い
る
状
況
を
俯

瞰
的
に
捉
え
て
み
る
と
、

安
堵
や
不
安
な
ど
色
々
な

感
情
が
な
い
ま
ぜ
に
な
っ

て
く
る
。

　

企
業
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

が
広
が
り
、
挨
拶
原
稿
は

も
と
よ
り
定
型
業
務
を
全

て
Ａ
Ｉ
が
行
う
。
Ａ
Ｉ
機

能
付
き
の
ス
マ
ホ
が
普

及
し
て
Ａ
Ｉ

と
共
に
す
る

生
活
に
慣
れ

る
。
広
義
で

Ａ
Ｉ
を
捉
え

れ
ば
可
能
性

の
広
が
り
に
ワ
ク
ワ
ク
す

る
が
、
狭
義
の
個
人
的
な

関
わ
り
と
な
っ
た
途
端
に

不
安
や
焦
燥
に
駆
ら
れ

る
。
最
近
読
み
終
え
た
、

Ａ
Ｉ
の
広
が
る
世
界
を
描

く
小
説
も
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア

的
要
素
が
強
か
っ
た
。（
菅
）

Ａ
Ｉ
燦
燦

　

遺
伝
情
報
は
生
涯
変
わ
る

こ
と
が
な
い
た
め
、
個
々
の

肌
の
性
質
に
関
わ
る
遺
伝
子

と
現
在
の
肌
状
態
を
検
査
す

る
た
め
の
キ
ッ
ト
「
ジ
ェ
ネ

ラ
ボ 

遺
伝
子
検
査
キ
ッ
ト

〈
美
肌
〉」（
１
万
１
０
０
０

円
）
に
つ
い
て
は
１
回
限
り

の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
展
開
す

る
。
な
お
、
遺
伝
子
検
査
キ

ッ
ト
は
全
国
の
メ
ナ
ー
ド
の

お
店
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
加
え
、
同
社
初
の

Ｅ
Ｃ
特
別
サ
イ
ト
で
販
売
す

る
。

　

ま
た
、
今
回
の
遺
伝
子
検

査
サ
ー
ビ
ス
と
連
動
し
た
化

粧
品
と
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

な
美
容
液
「
ジ
ェ
ネ
ラ
ボ 

エ
ッ
セ
ン
ス
」を
発
売
す
る
。

「
な
り
た
い
肌
」
で
選
ぶ
美

容
液
「
エ
ッ
セ
ン
ス
Ａ
」（
全

６
種
各
30 

mL
・
１
万
３
７
５

０
円
）
と
、
Ａ
Ｉ
が
「
検
査

結
果
」
か
ら
お
す
す
め
す
る

美
容
液
「
エ
ッ
セ
ン
ス
Ｘ
」

（
全
６
種
各
30 

mL
・
１
万
３

７
５
０
円
）
の
２
種
類
を
用

意
し
て
い
る
。
ロ
ー
ズ
、
ジ

ャ
ス
ミ
ン
、
ミ
ュ
ゲ
な
ど
の

フ
ロ
ー
ラ
ル
ブ
ー
ケ
に
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
心
地
よ
い
ハ
ー

バ
ル
グ
リ
ー
ン
ノ
ー
ト
で
ア

レ
ン
ジ
し
、
落
ち
着
い
た
ウ

ッ
デ
ィ
ノ
ー
ト
で
ま
と
め
上

げ
た
、フ
ロ
ー
ラ
ル
ブ
ー
ケ
・

ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
香
り
を
採
用

し
て
い
る
。

　

利
用
者
は
、
ま
ず
近
隣
店

舗
や
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
通

じ
て
検
査
キ
ッ
ト
を
購
入

し
、
顧
客
自
身
で
検
査
申
込

準
備
を
完
了
し
て
ポ
ス
ト
に

投
函
す
る
と
、
総
合
研
究
所

や
名
古
屋
大
学 

メ
ナ
ー
ド

協
同
研
究
講
座
で
検
査
が
行

わ
れ
、
約
２
カ
月
後
に
「
結

果
報
告
＆
ア
ド
バ
イ
ス
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
」
１
冊
（
Ａ
４
・
34
ペ

ー
ジ
）、「
ジ
ェ
ネ
ラ
ボ 

エ

ッ
セ
ン
ス
提
案
チ
ラ
シ
」
１

枚
（
Ａ
４
両
面
）
が
届
く
。

　

豊
田
氏
は
１
９
６
４
年
８

月
22
日
生
、
60
歳
。
１
９
８

７
年
入
社
で
、
国
内
営
業
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
２
０
０
６

年
か
ら
現
在
ま
で
国
際
事
業

に
携
わ
っ
て
き
た
経
歴
を
持

つ
。
ま
た
、
取
締
役
会
長
に

は
京
セ
ラ
や
日
本
航
空
な
ど

の
企
業
経
営
に
携
わ
っ
た
経

験
の
あ
る
大
田
嘉
仁
氏
が
就

任
す
る
。

　

新
体
制
は
３
月
に
開
催
す

る
定
時
株
主
総
会
を
経
て
決

定
す
る
予
定
だ
。
過
半
数
を

社
外
取
締
役
と
す
る
取
締
役

会
の
構
成
を
維
持
し
つ
つ
、

取
締
役
候
補
の
選
定
で
は
各

取
締
役
の
ス
キ
ル
・
マ
ト
リ

ッ
ク
ス
の
あ
り
方
を
深
耕
し

た
と
い
う
。

　

取
締
役
の
ス
キ
ル
・
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
に
は
、企
業
経
営
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
、
組

織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
人
材
開

発
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
・
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

営
業
、
財
務
・
会
計
、
法
務
・

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
Ｄ

Ｘ
・
Ｉ
Ｔ
デ
ジ
タ
ル
に
加
え
、

新
た
に「
研
究
開
発
」と「
医

療
・
医
薬
」
を
設
置
す
る
。

　

新
設
す
る
研
究
開
発
は
、

松
嶋
雄
司
執
行
役
員
研
究
開

発
本
部
長
が
取
締
役
に
昇
格

し
て
統
制
す
る
。
ま
た
、
医

療
・
医
薬
は
松
嶋
氏
と
も
う

１
名
、
社
外
取
締
役
の
候
補

者
を
調
整
中
だ
と
い
う
。
な

お
、
定
時
株
主
総
会
で
は
、

山
根
社
長
の
ほ
か
、
社
外
取

締
役
の
伊
藤
邦
雄
氏
、
佐
々

木
か
を
り
氏
、
有
泉
池
秋
氏

の
３
名
が
退
任
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　

様
々
な
形
状
の
マ
イ
ク
ロ

ニ
ー
ド
ル
を
検
討
し
た
結

果
、
皮
ふ
浅
層
の
み
を
精
密

に
刺
し
、
同
時
に
皮
ふ
深
部

に
押
圧
に
よ
る
圧
刺
激
を
効

率
的
に
与
え
る
こ
と
の
で
き

る
形
状
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
見

出
し
、
最
適
化
さ
れ
た
形
状

の
次
世
代
マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ド

ル
を
開
発
し
た
。

　

開
発
し
た

次
世
代
マ
イ

ク
ロ
ニ
ー
ド

ル
は
皮
ふ

に
薬
剤
を

注
入
す
る
こ

と
が
可
能
で

あ
り
、
薬
剤

の
浸
透
性
を

評
価
し
た
結

果
、
ナ
イ
ア

シ
ン
ア
ミ
ド

な
ど
の
水
溶

性
薬
剤
の
浸

透
量
を
有
意
に
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、
素
早
く
よ
り
深

く
ま
で
送
達
さ
せ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

次
世
代
マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ド

ル
の
「
押
す
」
効
果
は
、
皮

ふ
深
部
に
圧
縮
刺
激
を
与

え
、
即
時
的
に
血
流
を
促
進

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、
次
世
代
マ
イ
ク

　

そ
の
後
、
近
隣
の
店
舗
へ

の
来
店
ま
た
は
ビ
ュ
ー
テ
ィ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
訪
問
の
ど

ち
ら
か
を
選
択
し
、
美
容
の

プ
ロ
に
自
身
の
現
在
の
肌
状

態
を
測
定
し
て
も
ら
い
、
遺

伝
子
検
査
結
果
と
現
在
の
肌

状
態
を
総
合
し
た
結
果
を
踏

ま
え
た
形
で
、
美
容
の
プ
ロ

よ
り
美
肌
ア
ド
バ
イ
ス
Ａ
Ｉ

を
通
じ
た
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス（
ス
キ
ン
ケ
ア
、食
生
活
、

サ
ロ
ン
ケ
ア
、
ジ
ェ
ネ
ラ
ボ 

エ
ッ
セ
ン
ス
、
そ
の
他
の
化

粧
品
な
ど
）
を
受
け
る
。

し
て
個
人
の
遺
伝
情
報
を
解

析
す
る
技
術
を
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
さ
せ
、
約
１
８
０
０
人
の

日
本
人
の
ゲ
ノ
ム
（
遺
伝
情

報
）
デ
ー
タ
か
ら
、
肌
質
に

関
す
る
新
た
な
遺
伝
子
領
域

を
発
見
し
た
。
そ
の
成
果
を

応
用
し
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
か

ら
肌
の
性
質
を
解
析
す
る
技

術
を
開
発
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
長
年
積
み
重
ね
て
き

た
皮
膚
科
学
研
究
に
よ
り
、

現
在
の
肌
状
態
を
分
析
す
る

技
術
も
確
立
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
技
術

を
活
か
し
、
顧
客
の
な
り
た

い
肌
に
応
え
る
た
め
、
パ
ー

ソ
ナ
ル
な
情
報
で
あ
る
遺
伝

的
な
肌
の
性
質
と
現
在
の
肌

状
態
の
分
析
結
果
を
融
合
さ

せ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
想
の

美
容
ア
ド
バ
イ
ス
サ
ー
ビ
ス

を
新
た
に
開
発
し
た
。

て
い
る
マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ド
ル

は
、
肌
に
微
細
な
傷
を
つ

け
、
薬
剤
の
浸
透
を
高
め
る

と
と
も
に
「
創
傷
治
癒
」
の

反
応
を
惹
起
し
、
皮
ふ
深
部

の
構
造
を
再
構
築
し
て
高
い

効
果
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
、
治
療
に
よ

る
出
血
等
を
伴
う
侵
襲
的
な

側
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
施

術
を
受
け
る
際
の
負
担
、
不

安
感
が
課
題
だ
っ
た
。

　

同
社
は
、
高
い
効
果
と
非

侵
襲
性
と
い
う
背
反
事
象

を
、
従
来
の
「
刺
す
」
機
能

だ
け
で
な
く
、「
押
す
」
と

い
う
新
た
な
機
能
を
加
え
る

こ
と
で
同
時
に
叶
え
る
着
想

に
至
っ
た
。
さ
ら
に
、「
搭

載
で
き
る
薬
剤
の
種
類
や
量

が
限
定
さ
れ
る
」「
針
素
材

の
安
全
性
」「
針
が
折
れ
曲

が
る
リ
ス
ク
」
と
い
っ
た
課

題
を
解
決
す
る
独
自
の
注
入

機
構
を
創
案
し
、「
注
入
」

と
「
押
圧
」
に
よ
る
新
し
い

ケ
ア
方
法
で
常
識
を
塗
り
替

え
る
べ
く
研
究
を
進
め
た
。

遺
伝
子
検
査
と
現
在
の
肌
分
析
結
果
を

Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
り
総
合
的
に
分
析・判
定

　

日
本
メ
ナ
ー
ド
化
粧
品
は
２
月
21
日
、
肌
の
遺
伝
子
検
査
と
現
在
の
肌
分
析

を
融
合
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
想
で
、
顧
客
が
な
り
た
い
肌
へ
の
近
道
を
導
き

出
す
、
12
項
目
の
肌
の
遺
伝
子
検
査
と
、
４
項
目
の
角
質
細
胞
分
析
、
Ａ
Ｉ
を
用
い

た
15
項
目
の
現
在
の
肌
分
析
か
ら
な
る
美
容
ア
ド
バ
イ
ス
サ
ー
ビ
ス
「
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ 

Ｌ

ａ
ｂ
（
ジ
ェ
ネ
ラ
ボ
）」
を
開
始
す
る
。

豊 田 社 長

　

小
林
製
薬
は
、
１
月
21
日
に
開
い
た
記
者
会

見
で
、
山
根
聡
社
長
が
退
任
し
、
豊
田
賀
一
執

行
役
員
国
際
事
業
本
部
長
が
代
表
取
締
役
社
長

に
昇
格
す
る
人
事
を
発
表
し
た
。

小林製薬
山
根
社
長
は
退
任
、新
設
の
研
究
開
発
、

医
療・医
薬
の
取
締
役
に
松
嶋
氏

豊
田
執
行
役
員
が
社
長
に
昇
格

ロ
ニ
ー
ド
ル
を
２
日
に
１
回

の
頻
度
で
７
日
間
使
用
し
、

皮
ふ
深
部
に
刺
激
を
与
え
る

こ
と
に
よ
り
、
免
疫
・
血

管
・
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
の
細

胞
外
マ
ト
リ
ク
ス
に
関
連
す

る
遺
伝
子
群
の
発
現
を
変
化

さ
せ
、
皮
ふ
を
傷
つ
け
ず
に

肌
改
善
を
促
す
こ
と
が
示
唆

さ
れ
た
。

　

ナ
イ
ア
シ
ン
ア
ミ
ド
を
配

合
し
た
次
世
代
マ
イ
ク
ロ
ニ

ー
ド
ル
に
て
連
用
試
験
を
実

施
し
た
結
果
、
通
常
の
塗
布

と
比
較
し
て
、
よ
り
短
期
間

で
の
し
わ
・
透
明
感
の
改
善

が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
顔

の
下
半
分
の
体
積
変
化
の
評

価
を
行
っ
た
結
果
、
次
世
代

マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ド
ル
に
お
い

て
、
２
週
間
後
に
顔
の
下
半

分
の
体
積
が
有
意
に
減
少
し

た
。
ま
た
、
た
る
み
グ
レ
ー

ド
の
有
意
な
改
善
を
確
認

し
、
８
週
間
後
に
ほ
う
れ
い

線
が
よ
り
浅
く
、
短
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

加
え
て
、
経
表
皮
水
分
蒸
散

量
（
Ｔ
Ｅ
Ｗ
Ｌ
）
を
評
価
し

た
結
果
、
次
世
代
マ
イ
ク
ロ

ニ
ー
ド
ル
は
、
バ
リ
ア
機
能

を
破
壊
せ
ず
、
む
し
ろ
バ
リ

ア
機
能
を
改
善
す
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。

ナ
イ
ア
シ
ン
ア
ミ
ド
配
合
で
、た
る
み・

し
わ
等
の
複
合
的
肌
悩
み
を
改
善

注入孔

突起

ガードリング
マイクロニードル

次世代
マイクロニードル美容液の通常塗布

ナイアシンアミドの浸透量

少 多

10 ㎛表皮
生細胞層
40㎛

表皮
生細胞層
10㎛

角層
20 ㎛

　

同
社
で
は
、
一
人
ひ
と
り

が
生
ま
れ
持
っ
た
肌
の
性
質

を
知
る
こ
と
で
、
よ
り
そ
の

人
の
肌
に
合
っ
た
美
容
の
提

案
が
可
能
に
な
る
と
考
え
、

遺
伝
子
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
研
究
を
30
年
以
上
続
け
て

い
る
。
２
０
１
３
年
に
は
名

古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科
に
名
古
屋
大
学
メ
ナ
ー

ド
協
同
研
究
講
座
を
開
設

し
、
最
先
端
の
設
備
を
活
用

　

こ
れ
に
よ
り
、
表
皮
・
真

皮
・
血
管
を
包
括
的
に
活
性

化
し
、
た
る
み
・
バ
リ
ア
機

能
・
し
わ
と
い
っ
た
複
合
的

な
肌
悩
み
を
改
善
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の

技
術
に
よ
り
、
理
想
の
素
肌

美
を
日
常
生
活
の
延
長
線
上

で
、
簡
単
・
安
全
に
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　

理
想
の
肌
を
実
現
す
る
手

段
と
し
て
近
年
で
は
美
容
医

療
が
一
般
的
に
な
り
、
化
粧

品
に
も
高
い
効
果
を
期
待
す

る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
美

容
医
療
施
術
で
人
気
を
博
し

　

資
生
堂
は
、
美
容
医
療
に
迫
る
高
い
効
果
と
安
全
性
を
両
立
し
、
日
常
的
に
使
用

で
き
る
独
自
構
造
の
次
世
代
マ
イ
ク
ロ
ニ
ー
ド
ル
を
開
発
し
た
。「
注
入
」と「
押
圧
」

の
２
つ
の
機
能
を
備
え
た
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
皮
ふ
を
傷
つ
け
ず
に
皮
ふ
浅
層

（
角
層
を
含
む
表
皮
）に
有
効
成
分
を
注
入
す
る
と
同
時
に
、皮
ふ
深
部（
真
皮
以
下
）

に
押
圧
刺
激
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
、
免
疫
・
血
管
・
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
の
細
胞
外

マ
ト
リ
ク
ス
に
関
連
す
る
遺
伝
子
群
の
発
現
状
態
を
変
化
さ
せ
る
。

メナード
肌
の
遺
伝
子
検
査
と
肌
分
析
を

融
合
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
を
始
動

図上 独自構造の次世代マイクロニードル（イメ―ジ図）
図下 次世代マイクロニードルによりナイアシンアミド

が素早くより深くまで送達される

資
生
堂

次世代マイクロニードルを開発
「刺す」だけでなく「押す」機構も備え、

圧倒的な肌改善効果をもたらす


